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 先日、大崎で開催されたファミリー芸術鑑賞会in

大崎「ルドルフとイッパイアッテナ」に参加し、

改めて文化芸術の持つ力を感じることができまし

た。 

 舞台や音楽、絵画、伝統芸能など、文化芸術に

は、私たちの日常を少しだけ違う場所へ連れて

行ってくれる力があります。画面越しに見るので

はなく、目の前で繰り広げられる表現を見て、音

を聴き、空気を感じる。その場に身を置くことで

しか得られない感動があります。 

 私は、今の時代だからこそ、子どもたちに「本

物に触れる体験」が必要なのではないかと心から

感じています。 

 私たちの暮らしは、便利になりました。スマー

トフォンを開けば、世界中の映像や音楽に触れる

ことができます。分からないことがあれば、すぐ

に答えを知ることもできます。しかし、便利に

なった一方で、実際に人と出会い、自分の目で見

て、自分の耳で聴き、心を動かされるという「体

験」の機会は、意識しなければ少なくなっている

ようにも思います。 

 

 実際、地方議会でも議論される内容は教育分野

においてもDX、AI、タブレットの導入など先進的

に聞こえる単語ばかりが目立ちます。決してそれ

らが悪いわけではありませんが、感受性を豊かに

することや、物事を深く考え理解する力を養うに

は文化体験の重要性も議論に加えていくべきでは

ないかと思います。 

 子どもたちの成長に革新的な知識や技術も必要

ですが、それを受け止め使いこなすには「心の成

長」も必要だと思います。 

 文化体験は、すぐに何かの役に立つものではな

いかもしれません。しかし、その時に感じた驚き

や感動、あるいは「自分もやってみたい」という

（特活）せんだい杜の子ども劇場理事/大崎市議会議員 小玉仁志 

気持ちは、子どもたちの心の中に残り、やがて 

人生のどこかで大きな意味を持つのではないで

しょうか。 

 大崎圏域でも文化芸術を取り巻く環境には、担

い手不足や活動機会の確保、子どもたちが触れる

機会の地域差など、さまざまな課題もあります。

これから必要なのは、文化芸術を「特別な人のた

めのもの」として捉えるのではなく、子どもたち

の成長や地域の未来を支える大切な基盤として考

えていくことは必要でとても素敵なことだと考え

ています。 

今回、せんだい杜の子ども劇場が大崎市での公演

機会を創出してくれたことに地域人として、子育

て世代の親として、とても感謝しています。 

 学校、家庭、地域、行政、そして文化芸術に携

わる皆さんが力を合わせ、子どもたちが身近な場

所で本物に出会える機会を増やしていく。その積

み重ねが、大崎圏域の文化を豊かにし、同時に、

この地域で暮らすことへの誇りや愛着を育ててい

くのだと思います。 

 文化芸術は、地域の「豊かさ」を測る数字には

表れにくいものです。しかし、人の心を豊かに

し、成長させ、人と人をつなぎ、地域の未来をつ

くる力があります。 

 子どもたちが本物に出会い、心を動かされる。 

 その一つひとつの体験が、いつか彼らの人生を

支え、この大崎の未来をつくる力になることを

願っています。  

本物 出会 体験 子 未来  
イラスト制作：Microsoft Copilot（AI生成） 

本物 出会 体験 子 未来  
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 7月18日（土）に「ファミリー芸術鑑賞会in

大崎」を開催しました。 

 参加者数は179名。せん杜として大崎圏域で

初めての芸術鑑賞会開催でした。市内小学校で

児童が使用するタブレットへのチラシ配信して

いただきました。参加者は小学校はじめ、会場

近隣の幼稚園・保育園、図書館や支援セン

ター、公民館等からのチラシを見て、また知人

から聞いて申込みいただいたことがデータより

見えてきました。 当日会場には0歳から祖父母

世代まで幅広くご参加いただきました。 

 上演後のアンケートは大変好評の声を頂き、

関心ある地域の皆様に参加いただけて満足度の

日時：2026年7月18日（土）14:00～15:40 

会場：村田工務所 パタ崎さんHall おおさき 

   （大崎市民会館） 

参加費：無料 

参加人数：179名（内スタッフ15名）   

名義後援：大崎市、大崎市教育委員会、河北新報社  

「ファミリー芸術鑑賞会in大崎」を 

        開催しました！ 

・とてもおもしろかったです。また見たいで

す。   ・赤ちゃんも楽しめました。 

・また見てみたい。 ・デビルがちょっと怖い。   

・いっぱいあってなに友だちができてよかった 

・イッパイアッテナが元気になってよかった。 

・生のピアノと歌声が、演技に子どもたちも大

喜びでした！  

・5歳の子どもも最後まで見ることができまし

た。素敵なオペラシアターでした。 

・私もとっても楽しめました！子どもにオペラ

に触れる機会を作れてよかったです。  

・迫力があり、こんなに近くで演劇を見たこと

がなかったため驚いた。演者の方の猫に見え

る技術だったり、細くて高い所で動いたりと

すごいと思った。  

・芸術の体感大事ですね。メディア、ネットで

知ったつもりになることが多い現代ですから 。 

・初めてオペラを見ました。歌声もすごかった

し、動きもすごかったです。猫の動きがとても

かわいかった。  

・このような劇を見る機会がないのでまず迫力に

驚いた。内容も知らない物語だったのでセット

も含めて楽しむことができた。  

・一度こんにゃく座の演目を見たいと願っており

実現でき嬉しかった。 

 何十年振りに本を読みなおして 

 童心にかえりました。 

 生のお芝居は本当に良かったです。 

・本格的な舞台を近くで見られて嬉しかったで

す！！ 

アンケート感想  チラシオモテ  ウラ    

イベント 

報告 

オペラ 

オペラシアターこんにゃく座 

ファミリー芸術鑑賞会in大崎 
法人設立20 周年記念事業 

高い開催となったことが分かりました。記載いただい

た感想の一部を下記にご紹介します。 
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 9月6日（日）に「杜の子まつりin仙台」を開催いたします。 

11時から「遊びの広場」！さまざまブースを用意するので、何があるのか

お楽しみ。詳細は法人HPで今後お知らせ予定です。 

 今年はボンクラーズミニライブも開催！ 

 ジージ＆バーバもご一緒に♪ぜひファミリーで遊びに来てください。 

 また、今年の芸術鑑賞は劇団うりんこによる「ジュン先生がやって 

きた！-3年1組ものがたり-」です。迫力満点のチラシをご確認ください！ 

ワクワクをさがしに、ぼくらは走り出す。 

イベント予告 

申し込み方法は同封のチラシ、 

ブース詳細は今後更新のせん杜HPで！ 

一 般 社 団 法 人 ミ ュ ー ジ ッ ク プ ロ

デュースMHKSが主催するシリーズ、

「ライヴ＆トーク！」。2026年1stの

お知らせです。 

昨年に引き続き、今年も協力団体と

して関わらせていただきます。 

日々子育てを頑張っている大人に向

けた選曲をお届けする1st、今回は初

の太白区文化センター開催です。親子

＆家族ぐるみの参加大歓迎！ママパパ

に楽しんでもらいたいクラシックをご

用意して、お待ちしています。

協力イベント 

申込コードや 

詳細は同封の 

チラシにて！ 

開催のご案内 



杜の子つうしん 2026年 夏号 

4 

 

1．ママパパライン仙台常設事業 

◆ママパパライン仙台開設：55日間 

（毎週金曜日及び全国キャンペーン2/2～7） 

◆電話を受けた件数：152件。 

（母親129件、父親7件、無言･一言16件） 

◆総通話時間：4,141分。 

      （平均約30分、無言一言除く） 

◆受け手・支え手定期研修：10回。 

 参加者：延べ104名。 

◆広報活動 

カード111,000枚を作成。宮城県内小学校、幼稚園、

児童館、市民センター、子育て支援機関及び民間諸施

設・団体に配布。 

◆電話をかけてきた方 

 ・悔しい気持ちを聴いてもらって、少し心が落ち着きま

した。 

 ・一人でモヤモヤしていました。否定やつっこみもなく

聴いてもらって、頭の中のものがスーと出せました。 

  ◆内容は、「本人」の悩みが42％、次に「子ども」

32％、「夫」9％、「舅・姑・親族」7％、「地域・

行政・その他」10％でした。 

 ・「本人」の悩みでは、子育てと仕事の両立が大変/理想

と現実のギャップ/実家との不仲/シングルでの子育

て・経済的不安/離婚問題など。「子ども」の悩みで

は、乳幼児が発育・発達/小学生以上では発達・教育・

生活に関する内容などが寄せられました。 

 ・本ラインでのやり取りで、グチをこぼしネガティブな

思いを吐き出し、否定されずに聴いてもらうことで、

少し気持ちが楽になり子育てに向き合う力を回復して

いることが覗えました。 

2025年度（R7年4月～R.8年3月）「ママパパライン仙台」の事業報告をいたします。 

2．電話受け手ボランティア募集＆養成講座 

 ◆11月30日･12月7日･14日に6講座実施。 

  案内チラシ：5,000枚作成、配布。 

  参加者：延べ115名 

 ◆電話受け手ボランティア養成講座受講者 

・子どもと親を同時に支援している大切さと、不登

校の子どもの問題は一人一人異なること。一辺倒

でなくその子に合った支援が大切なんだと感じま

した。 

・元々あった社会的な女性の困難さがコロナで顕在

化したというグラフが、数的に分かりやすかった

です。相談者の悩みを解決できるのは相談者本

人。解決する力を信じて支援する相談室のあり方

が、ママパパラインと通じる大切な姿勢だと学び

ました。 

・傾聴とは奥深いと改めて知ることができました。

ロールプレイをしながら自分の未熟さを感じまし

たが、頑張ってみようという気持ちになりました。 

3．まとめ  

・子育て中の親にとって気軽なおしゃべりやストレ

スを発散させる機会が少なくなった現状の中で、

行政や専門家等による指導的相談電話とは異な

る、悩みや不安やイライラした気持ちを傾聴し共

感的に受け止めてもらえる「ママパパライン仙

台」は、親たちの気持ちを吐き出せる「心の居場

所」のひとつとして求められていることを感じま

した。 

・電話受け手は定期的な研修や講座で実施で自己研

鑽を続け、より深く「傾聴」する姿勢を確認し、

活動の質の向上に努めました。  

子どもについての悩みの内訳 

（総数：82件 複数回答有） 

かけてきた人のなやみの内訳 

（総数：220件 複数回答有） 
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共催イベント予告 

10.17(土) 
2026 

エル・パーク仙台 ギャラリーホール 

14：00 
(13:30開場) 

一般 3,000円 

      1,000円 

  中学生以下  無料 

生まれながらの重い障害にもかかわらず、

人と人とのつながりの大切さを歌にのせて

世界中に伝えているゴスペルシンガーの

レーナ・マリア。 

来日に合わせ仙台開催が実現したこの機会

に、ぜひ彼女の歌声をお聴きください。 

出 演：レーナ・マリア・ヴェンデリウス（ソプラノ） 田原さえ（ピアノ） ベドウ路津子（通訳） 

主 催：（一社）ミュージックプロデュースMHKS 

共 催：特定非営利活動法人 せんだい杜の子ども劇場 

協 力：公益財団法人仙台YMCA、一般財団法人仙台YWCA、藤崎 

プレイガイド：藤崎、カワイ仙台、エッサイの木  

大学生及び 
高校生 

入場料 

法人設立20周年 

記念祝賀会のお知らせ 

特定非営利活動法人せんだい杜の子ども劇場 

日時：2026年10月24日(土) 18時30分 開会 

会場：ラグナヴェールSENDAI  
   (宮城野区榴岡1-2-13 ヨドバシ仙台第2ビル 8F ) 

下記イベントは、法人設立20周年記念事業として開催いたします。 

  7月18日(土) ファミリー芸術鑑賞会in大崎「ルドルフとイッパイアッテナ」 

  9月  6日(日) 杜の子まつりin仙台 

10月17日(土) レーナ・マリアを仙台で聴こう！(共催イベント) 

2027年 

  3月21日(日) ファミリー芸術鑑賞会in石巻「ルドルフとイッパイアッテナ」 

法人設立20周年記念事業 
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児 童 館★ N E W S 

☆「ママココフェスティバル」 

 ７月１０日開催、３５組の乳幼児親子が参加。事前申込制をやめて自由参加としました。日頃の子育てに

奮闘しているママの参加が多いですが、パパや祖父母が加わり、子育て状況の変化を感じました。縁が輪

ねっとの諸団体、ハッピーデンタル、楽天球団、松栄不動産様よりの協力を頂き、各コーナー共に盛り上が

りました。もちろんフィナーレはボンクラーズライブで皆が一つになりました。 

☆「子どもセミナー」 

 初の試みとして児童クラブ児童対象に、性教育講座を開催。講師は子育て中のママ向け講座で活躍中の樋

口助産師です。学年に応じて行いましたが、児童が樋口氏の軽妙で自然な語り口に引き込まれていたのが印

象的でした。「家では中々話せないのでよかった」等の感想を保護者より頂いています。 

☆「榴岡天満宮例祭」 

 ２日間にわたる例祭に今年も地域の一員として関わりました。夕方の富くじ大会は小学生の「当たれ、当

たれ」の掛け声で会場がどよめきました。富くじを引き当てる時に降り注がれる熱い眼差しは真剣そのも

の。あたり・はずれにどよめくものの、皆が一つになる子どもの姿には毎年圧倒されます。 

             この度、日本酸素株式会社 東北支社様より、当法人が 

指定管理している仙台市榴岡児童館と新田児童館へ図書を寄贈していただきました。 

図書贈呈式は6月22日に榴岡児童館で行われ、「科学への興味を深める一つのきっか

けになってほしい」との思いを両児童館へ寄せていただきました。 

 両児童館共に、本館と児童クラブ登録場所3か所の計8か所にご寄贈いただき、代表 

児童が寄贈図書を受け取りました。 

        日本酸素株式会社様には今年度2か月に一度、両児童館へ図書寄贈 

       いただけることとなりました。寄贈いただいた図書は、思いを大切 

       に、皆で大切に読んでいきます。ありがとうございました。  

図書を手渡す東北支社長井上氏(右)、業務課岩渕氏 
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 今年も夏休みがやって来ました。夏休みの利用希望登録４５名が加わりますますの賑わいですが、

子どもたちにとっては心躍る最高の季節、職員にとっては子ども達との一日中の関わりを通してより

深い理解に繋がる時期です。 

 朝から活気あふれる児童館ですが、子ども達は自分たち企画のお祭りも計画し準備中、夏の終わり

のこどもたちの成長が楽しみです。 

 また、今年度の「乳幼児のひろば」では、活動の後にティタイムをするようになり、 

参加者同士の楽しい時間になっています。  

児 童 館★ N E W S 

 毎月最終金曜日に行っている「ほっこりサロン」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

サブテーマ“じぃじばぁばと遊びのひろば”として地域の高齢者と乳幼児親子と

のほほえましい交流が広がっています。 

 今年度は職員のおばみんとてつＧの手遊びや言葉あそびからスタートして、工

作、カフェコーナー、二瓶さんコーナーなどを盛り込み楽しんでいます。6月に

はラベンダースティック作りで素敵な香りに包まれました 。 
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   ピックアップ情報  
～ 芸術の秋、メディアテークで 

クリエイティブに遊ぼう ～ 

「 あそびばせんだい in メディアテーク 」 

 本・段ブロック・お絵描き・乳幼児向けおもちゃ

の4つのエリアで、つくって・かんじて・たのしむ

げいじゅつ！を体感してみませんか。イベンステー

ジでは『虹のさかなプロダクション』によるプロの

音楽家の演奏やマリンバ奏者とプロナレーターの絵

本読み聞かせなど文化芸術に触れる体験をお届けし

ます。 
 

◆日時：9月5日(土)10：00～17：00 

6日(日)10：00～16：00 

◆会場：せんだいメディアテーク オープンスクエア 
◆対象年齢：0歳から小学校低学年までの 

こどもとその保護者（事前申込不要） 

◆イベントエリア 

 5日(土)虹のさかなプロダクション演奏 

 6日(日)マリンバ奏者と絵本の読み聞かせ 

  ※両日とも ①10：30～②13：30～ 

   定員は各回100名程度（参加申込不要） 

◆主催：仙台市こども若者局 子育て応援都市推進課 

◆運営：株式会社ユーメディア 

◆お問合せ：mail⇒asobiba@u-media..jp 

サポート＆ご協力ありがとうございました！ 
（敬称略・順不同） 
■正 会 員■（更新）アフタースクールぱるけ 
■特別支援会員■（更新）奥山悠衣 
■支援会員■（更新）山田富美子  
◆舞台鑑賞準備金◆ 五十嵐俊江 永井花香里 
 

   ピックアップ情報  
～こどもの本の杜へ～ 

 「 なかがわちひろ展 」 

 仙台市ゆかりの作家・翻訳家のなかがわちひろ

さんの展覧会を開催中！発刊15周年を迎える 

『プリンちゃん』シリーズをはじめ人気の絵本 

『おたすけこびと』シリーズ、児童文学作品、翻訳

絵本など多彩な創作の数々をパネルや貴重な原画か

らご紹介します。読み聞かせなどの「お話会」や

チャレンジ読書の本をはじめ2,000冊の絵本や児童

書がある「絵本の部屋」を開室します。 

 

◆日時：８月23日(日)までの開催 

    9：00～17：00（入館は16：30まで） 

 ※休館日は月曜日、8/12㈬ 

◆会場：仙台文学館 

 ・駐車場40台（無料）台数に限りがありますので 

  公共交通機関をご利用下さい  

◆お話会：８月21(金)11：00～ 

22(土)・23(日)は11：00～・１３：３０～ 

幼稚園から小学校低学年対象（申込不要） 

◆観覧料：一般580円、高校生230円、 

     小・中学生110円（各種割引あり） 

    ※「どこでもパスポート」持参で 

      小・中学生は無料になります 

◆主催：（公財）仙台市市民文化事業団仙台文学館 

◆特別協力：なかがわちひろ 

◆後援：日本国際児童図書評議会 

    日本児童図書出版協会、仙台市教育委員会 

◆お問合せ：仙台文学館/電話022-271-3020 

      https://www.sendai-lit.jp/ 

 

FamilyMart 

ミッキー保育園 

タイヤガーデン 

七十七銀行 
パチンコ 
まるたま 

画像医学と 
脳健診診療所 

三好耳鼻科 

泉
中

央
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↑イズミティ 

七北田公園 
せんだい杜の子ども劇場 

発行：特定非営利活動法人せんだい杜の子ども劇場 

〒981-3133 仙台市泉区泉中央 1-40-7 アルティマ 101 

TEL/FAX  022-375-3548 

H P  http:/senmori.org/ 

E-mail  office@senmori.org 

      子育て応援ダイヤル 

   ★ママパパライン仙台★ 

    ☎０２２-７７３-９１４０ 

     毎週金曜日10時～16時 


